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平成３０年１１月１日 第１９９号 （2）

自主財源
989,502
（33.8％）

自主財源
989,502
（33.8％）

依存財源
1,940,137（66.2％）

依存財源
1,940,137（66.2％）

投資的経費
519,140
（19.4％）

投資的経費
519,140
（19.4％）

消費的経費
2,153,175（80.6％）

消費的経費
2,153,175（80.6％）

歳 入
2,929,639

村税
3
（11.8％） 繰越金

267,006（9.1％）

使用料及び手数料
112,838（3.9％）

諸収入
41,769（1.4％）

災害復旧事業費
48,400（1.8％）

繰出金
206,426
（7.7％）

維持修繕費 35,039（1.3％）

投資・出資・貸付金 264（0.0％）

繰入金
142,050（4.9％）

寄付金
28,964（1.0％）

財産収入
18,465（0.6％）

地方交付税
1,181,532
（40.3％）

人件費
346,724
（13.0％）

国庫支出金
240,974
（8.2％）

国庫支出金
240,974
（8.2％）

村債
289,900
（9.9％）

村債
289,900
（9.9％）

自動車取得税交付金 9,901（0.3％）
ゴルフ場利用税交付金 9,481（0.3％）
地方譲与税 38,808（1.3％）
地方消費税交付金 67,173（2.3％）

補助費等
379,431
（14.2％）

物件費
436,331
（16.3％）

物件費
436,331
（16.3％）

積立金
138,943
（5.2％）

公債費
365,494
（13.7％）

扶助費
244,523
（9.1％）

普通建設
事業費
470,740
（17.6％）

分担金及び
負担金
32,699（1.1％）

配当割交付金 1,482（0.1％）
株式等譲渡所得交付金 1,604（0.1％）
地方特例交付金 1,435（0.1％）
利子割交付金 620（0.0％）
交通安全対策特別交付金 585（0.0％）

県支出金
96,642
（3.3％）

県支出金
96,642
（3.3％）

(単位：千円）平成2９年度歳入歳出決算状況

歳 出
2,672,315

◆◆◆ 2９年度も健全な財政運営に努めました ◆◆◆◆◆◆ 2９年度も健全な財政運営に努めました ◆◆◆
平成２９年度決算のあらまし平成２９年年年度決算のあら年度決算のあらましの年 決平成２９年度決算のあらまし
平成29年度一般会計をはじめとする各会計の歳入歳出決算が９月の定例議会で認定されました。
一般会計では歳入２９億２，９６４万円、歳出が２６億７，２３２万円で差し引いた形式収支は２億５,７３２万円の黒字と

なりました。また翌年度に繰り越すべき財源２，０２３万円を控除した実質収支２億３，７１０万円のうち、600万円を財
政調整基金へ決算積立、１億１，３１８万円を繰上償還財源、１億１，７９２万円を純繰越金として翌年度へ繰り越しました。

また、財政運営の健全度を示す指標「実質公債費比率」は、▲４．５％と昨年数値より１．６％上がりましたが、
昨年同様、非常に健全な財政運営を推進しています。

※１ 自治体の財政健全具合を示す指標で、公営企業会計も含む、一般財源に占める借入れ返済額の割合を示しすもので、数値
が高くなるほど財政を圧迫しています。 単位：千円（％）

※１

人口3,836人
H29.4.1現在

議会費
8,562円
（1.2%）議会運営に

総務費 99,782円
（14.3%）職員給与など
行政運営と積立金

民生費 210,612円
（30.2％）福祉や
将来の暮らしのために

衛生費 37,541円
（5.4%)
ゴミ処理や予防衛生に

農林水産業費
25,382円（3.7%）
農林業の振興と活性化に

商工費 35,718円
（5.1%）
観光・商工業の振興と
活性化に

土木費 34,266円
（4.9%）道路整備など
住みよい村のために

消防費 25,351円
（3.7%）
防災活動や災害予防に

教育費 111,531円
（16.0%）
教育のために

災害復旧費
12,617円（1.8%）
道路、河川、水路、農地の復旧に

公債費
95,280円
（13.7%）繰り上げ償還含む

村民ひとり当りに使われたお金 696,64村民ひとり当りに使われたお金 696,6422円円（目的別歳出）（目的別歳出）

たばこ税軽自動車税固定資産税（個人分）村民税（個人分）

4,452円3,999円20,375円33,941円
村民ひとり当りの納税村民ひとり当りの納税額額
９０，１２９０，１２３３円円（（法人除く）主な内法人除く）主な内訳訳



（3） 平成３０年１１月１日 第１９９号

【非常用発電機設置工事 2,776万円、及び
村民センター避難所空調設備設置工事 1,393万円】
緊急防災・減災事業債を活用し、村民センター２階大会
議室への空調設備と役場庁舎裏手に非常用発電機を設置
しました。この整備によって災害時の本部、避難所の電
源確保と空調設備の整備を行うことが出来ました。

【子育て支援センター（「すくすく」建設) 8,289万円】
子育て支援整備交付金（国）857万円、
次世代育成支援対策施設整備交付金（国）781万円、
社会福祉施設等整備事業補助金（県）857万円を活用し建
設。
「児童クラブ」や「つどいの広場」に活用されています。

資金不足
比 率

将来負担
比 率

実質公債費
比 率

連結実質
赤字比率

実質赤字
比 率区 分

－－▲4.5－－平成29年度決算
健全化判断比率

平成２９年度決算における財政健全化比率につい平成２９年度決算における財政健全化比率についてて
平成１９年度から、公表が義務づけられました「地方公共団体
の財政の健全化に関する法律（財政健全化法）」により本村の
財政健全化比率を公表します。
下條村の平成２９年度決算に基づく「健全化判断比率」「資金

不足比率」等は以下のとおりで、一般会計、特別会計共に黒字
となり、全国的にもトップクラスの健全な財政運営が行われ
ています。

※実質赤字、連結実質赤字は赤字でないため「－」で表示しています
※将来負担比率は、借入金や将来負担する実質的な負債がないため「－」で
表示しています

※資金不足比率は、公営企業（水道特別会計など）の資金の不足度を示すも
ので黒字のため「－」で表示しています

歳 出
（対前年比）

歳 入
（対前年比）会計区分

3億5,244万円3億7,732万円国民健康保険
（11.9％の減）（8.9％の減）

4,531万円4,531万円後 期 高 齢
（1.3％の増）（1.3％の増）

4億5,717万円4億7,310万円介 護 保 険
（6.5％の増）（6.5％の増）

9,835万円1億55万円村 営 水 道
（14.1％の減）（13.6％の減）

9億5,327万円9億9,628万円計

特別会計の決特別会計の決算算

主な村づくり事主な村づくり事業業

（単位：％）

【移住促進事業 1,147万円】
村内定住促進のため、空き家を改修し、平成29年10月
よりお試し住宅を設置いたしました。昨年度14件の利用
があり、3家族が下條村へ移住してきました。その他移住
フェアへ14回参加したほか、新卒者就職支援支度金15
件、県外からの移住者に対して移住奨励支度金2件を交付
しました。

▼非常用発電機 ▼避難所空調設備

▶
つ
ど
い
の
広
場

お試し住宅（合原）

【小学校長寿命化改良事業 1億7,727万円】
補助金5,995万円を活用し、３箇年事業の1年目の本年
は主に外壁の改修が実施されました。



平成３０年１１月１日 第１９９号 （4）

会期 9月13日から
9月21日まで

議会
だより

第3回下條村議会定例会
健全財政の維持続く 平成２9年度決算を認定

平成30年第3回下條村議会定例会は、9月13日に召集され21日までの9日間の会期で行われました。一般質問と、
報告1件、人事案件1件、決算5件、補正予算3件が提出され、審議の結果10件が可決・承認されました。

▼
二
十
九
年
度
決
算
を
認
定

二
十
九
年
度
の
決
算
認
定
は
、

十
三
日
に
提
案
さ
れ
て
二
十
一
日
に

審
議
が
行
わ
れ
、
一
般
会
計
・
特

別
会
計
（
国
民
健
康
保
険
・
介
護

保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
・
村
営

水
道
）
の
五
会
計
が
認
定
さ
れ
ま

し
た
。（
詳
細
は
二
・
三
面
）

▼
一
般
質
問
は
四
氏
よ
り

初
日
に
行
わ
れ
た
一
般
質
問
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
今
回
は
塩
沢
道
雄
議
員

を
取
り
上
げ
詳
細
な
内
容
を
記
載

し
て
い
ま
す
。（
５
ペ
ー
ジ
を
参
照
）

●
下
條
村
地
域
防
災
計
画
の
実
施

状
況
に
つ
い
て

福
沢

敏

●
①
景
観
整
備
を
進
め
る
一
環
と
し

て
の
太
陽
光
発
電
施
設
の
規
制
に

つ
い
て

②
追
悼
式
の
あ
り
方
に
つ
い
て

串
原

寛
治

●
連
絡
員
か
ら
村
へ
提
出
に
な
る

「
事
業
等
地
域
要
望
書
」
に
関
す

る
提
言

塩
沢

道
雄

●
そ
ば
の
特
産
化
に
よ
る
村
の
振

興
に
つ
い
て

①
そ
ば
栽
培
の
現
状
と
特
産
化

に
つ
い
て

②
親
田
辛
味
大
根
の
現
状
と
将

来
性
に
つ
い
て

③
道
の
駅
信
濃
路
下
條
「
そ
ば

の
城
」
に
つ
い
て

串
原

肇

（
一
般
質
問
の
様
子
は
、
議
会
当

日
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
中
継
放
送

し
、後
日
録
画
放
送
も
し
ま
し
た
。

下
條
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
中
で

も
近
日
中
に
ご
覧
に
な
れ
ま
す
）

▼
報

告

●
平
成
二
十
九
年
度
下
條
村
財
政

健
全
化
判
断
比
率
等
の
報
告
に
つ

い
て

・
平
成
二
十
九
年
度
の
実
質
赤
字
比

率
、
連
結
実
質
赤
字
比
率
、
実
質

公
債
費
比
率
、
将
来
負
担
比
率
等

の
報
告
。
実
質
赤
字
比
率
、
連
結

実
質
赤
字
比
率
と
も
に
黒
字
、
実

質
公
債
費
比
率
は
マ
イ
ナ
ス
４
・

５
で
前
年
度
よ
り
１
・
６
ポ
イ
ン

ト
上
昇
す
る
も
、
引
き
続
き
全
国

で
も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
健
全
な
財

政
運
営
が
推
進
さ
れ
た
旨
を
報
告

し
ま
し
た
。

▼
教
育
委
員
の
任
命
に
つ
き
同
意

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

・
飯
島
國
昭
氏
が
九
月
三
十
日
を

持
っ
て
任
期
満
了
と
な
り
、
新

た
に
佐
川
浩
一
氏
を
任
命
す
る
こ

と
を
議
会
で
同
意
し
ま
し
た
。

▼
補
正
予
算

●
一
般
会
計
（
第
二
号
）

三
千
百
万
円
増
額

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
普
通

交
付
税
の
増
額
、
国
庫
支
出
金

で
は
保
育
所
運
営
国
庫
負
担
金

な
ど
、
県
支
出
金
で
は
保
育
所

運
営
県
負
担
金
、長
野
県
知
事
選

挙
委
託
金
等
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
計

上
し
ま
し
た
。
諸
収
入
と
し
て

財
務
会
計
シ
ス
テ
ム
更
改
に
係

る
返
還
金
等
、
村
債
に
辺
地
対

策
事
業
債
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
し

て
い
ま
す
。

歳
出
の
主
な
も
の
と
し
て
は

総
務
費
で
役
場
庁
舎
外
壁
調
査

工
事
費
、
大
型
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ

ト
印
刷
機
購
入
費
、防
災
行
政
無

線
機
器
更
新
工
事
費
を
そ
れ
ぞ
れ

増
額
、
民
生
費
で
は
広
域
入
所

園
児
の
増
加
に
よ
る
保
育
委
託
料

の
増
額
、
消
防
費
で
は
消
火
栓

更
新
費
用
を
増
額
、
教
育
費
で

は
軽
ト
ラ
ッ
ク
更
新
費
、
小
学

校
校
舎
長
寿
命
化
工
事
の
村
単

独
分
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
、
公
債

費
と
し
て
一
般
補
助
施
設
整
備

等
事
業
債
の
繰
上
げ
償
還
費
用
を

増
額
、
ま
た
各
科
目
の
所
属
職

員
人
件
費
と
し
て
職
員
手
当
、

児
童
手
当
、扶
養
手
当
等
の
増
額

も
行
っ
て
お
り
、
総
額
で
は
二

十
二
億
二
千
八
百
万
円
と
な
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

●
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
（
第

一
号
）

千
百
八
十
万
円
の
増
額

歳
入
の
主
な
も
の
は
国
民
健
康
保

険
税
が
本
算
定
に
よ
り
増
額
、

県
支
出
金
は
制
度
改
正
に
対
応
す

る
報
告
シ
ス
テ
ム
改
修
へ
の
補

助
金
の
増
、
前
年
度
繰
越
の
確

定
に
よ
る
増
、
こ
れ
ら
の
増
減

分
と
歳
出
と
の
調
整
で
基
金
繰
入

金
は
減
と
し
ま
す
。
歳
出
の
主

な
も
の
は
制
度
改
正
に
対
応
す

る
報
告
シ
ス
テ
ム
改
修
費
の
増
、

昨
年
度
の
療
養
給
付
費
等
負
担

金
、
特
定
健
診
・
保
健
指
導
負

担
金
、療
養
給
付
費
等
交
付
金
の

確
定
に
伴
い
発
生
し
た
返
還
金
分

の
増
、
事
業
費
納
付
金
及
び
介

護
納
付
金
が
決
定
通
知
に
よ
り
そ

れ
ぞ
れ
減
、
こ
れ
ら
増
減
分
と

歳
入
と
の
調
整
で
基
金
積
立
金
を

減
と
し
、
総
額
で
は
二
億
八
千

四
百
八
十
万
円
と
な
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

●
介
護
保
険
特
別
会
計
（
第
一
号
）

千
二
百
八
十
万
円
の
増
額

歳
入
の
主
な
も
の
は
平
成
二
十

九
年
度
繰
越
金
の
増
、基
金
繰
入

と
予
備
費
繰
入
金
を
そ
れ
ぞ
れ
減

と
し
ま
し
た
。
歳
出
で
は
平
成
二

十
九
年
度
介
護
給
付
費
支
払
基

金
交
付
金
等
実
績
確
定
に
伴
う

償
還
金
の
増
、
予
備
費
の
減
を

行
い
、総
額
四
億
七
千
二
百
八
十

万
円
と
な
り
可
決
し
ま
し
た
。
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一
般
質
問
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

塩
沢
道
雄
議
員
の
質
問

連
絡
員
か
ら
村
へ
提
出
す
る「
事
業
等
地

域
要
望
書
」に
関
す
る
提
言
に
つ
い
て

こ
の
事
業
は
事
業
名
が
な
く
推
移
し

て
い
ま
す
。
区
の
代
表
が
要
望
を
直
接

村
長
に
交
渉
で
き
る
村
民
に
寄
り
添
っ

た
事
業
と
思
い
ま
す
が
、
事
業
の
背
景

を
お
聞
き
し
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
事
業

で
村
は
全
体
的
な
枠
で
要
望
、
提
案
を

求
め
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
出
さ

れ
て
き
た
要
望
等
で
全
体
的
な
内
容
の

も
の
は
全
村
民
へ
返
す
形
に
し
た
い
と

考
え
ま
す
が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

村
長
答
弁

地
域
要
望
を
始
め
た
経
緯
と
背
景
で

す
が
現
行
の
形
式
で
要
望
を
受
け
る
こ

と
に
な
っ
た
の
は
昭
和
５５
年
頃
と
聞
い

て
お
り
ま
す
。
こ
の
要
望
の
と
り
ま
と

め
は
、
次
年
度
の
予
算
編
成
に
反
映
で

き
る
よ
う
、毎
年
１１
月
中
旬
頃
お
こ
な
っ

て
お
り
、「
現
年
予
算
で
対
処
で
き
る

も
の
」「
翌
年
度
以
降
の
予
算
で
対
処

す
る
も
の
」「
検
討
が
必
要
な
も
の
」

「
実
施
が
困
難
な
も
の
」
に
分
類
し
、

そ
の
場
で
回
答
を
す
る
形
を
と
っ
て
い

ま
す
。
ご
質
問
で
は
、「
こ
こ
何
年
か

は
提
出
様
式
が
従
来
の
土
木
事
業
に
加

え
、
住
民
生
活
に
直
接
関
わ
る
ソ
フ
ト

事
業
に
類
す
る
も
の
ま
で
広
範
囲
で
、

区
の
枠
を
超
え
た
全
村
的
な
内
容
を
村

が
求
め
て
い
る
」
と
の
こ
と
で
す
が
、

様
式
は
要
望
の
と
り
ま
と
め
が
や
り
易

い
よ
う
変
更
し
て
き
て
い
る
も
の
の
、

要
望
項
目
は
当
初
と
変
わ
っ
て
い
ま
せ

ん
。

た
だ
、
一
昨
年
よ
り
地
方
創
生

総
合
戦
略
の
推
進
に
つ
い
て
、
昨
年
は

リ
ニ
ア
残
土
埋
立
て
予
定
地
に
対
す
る

ご
意
見
・
ご
提
案
を
お
聞
き
し
た
と
こ

ろ
で
、
こ
れ
ら
の
意
見
・
提
案
に
つ
い

て
は
、「
リ
ニ
ア
残
土
処
理
地
計
画
特

別
委
員
会
」
「
総
合
戦
略
有
識
者
会
議
」

の
場
で
検
討
を
し
、
計
画
に
反
映
で
き

る
も
の
は
取
り
入
れ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、「
全
村
的
な
も
の
は
全
村
民

へ
返
す
形
を
と
る
よ
う
に
」「
要
望
が

区
へ
返
さ
れ
る
形
の
ま
ま
で
は
、
村
民

に
よ
る
要
望
、
提
案
の
解
決
の
先
が
不

明
瞭
で
、
意
欲
的
な
要
望
の
提
出
が
今

後
望
め
な
く
な
り
、
村
と
し
て
片
手
落

ち
に
な
る
と
思
う
」と
の
こ
と
で
す
が
、

住
民
の
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
す
る
中
で
、

限
ら
れ
た
財
源
で
全
て
の
要
望
に
応
え

る
こ
と
は
困
難
な
こ
と
か
ら
、
優
先
順

位
を
決
め
る
な
ど
、
区
民
か
ら
の
要
望

等
を
一
旦
は
区
ま
た
は
常
会
で
話
し
合

い
、
咀
嚼
し
て
い
た
だ
き
、
自
助
、
共

助
、
公
助
を
念
頭
に
、
個
々
で
の
対
応
、

区
で
の
対
応
、
村
で
の
対
応
と
い
っ
た

よ
う
な
、
棲
み
分
け
を
す
る
こ
と
が
必

要
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
、

環
境
問
題
な
ど
課
題
が
複
雑
化
す
る
中
、

従
来
の
価
値
観
や
方
法
だ
け
で
は
解
決

で
き
な
い
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

村
と
し
ま
し
て
も
対
応
が
必
要
な
事

案
に
つ
い
て
は
、
な
る
べ
く
早
期
に
取

り
組
む
よ
う
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
今
後
の
村
づ
く
り
の
方
向
や
基
本

的
施
策
に
対
す
る
ご
意
見
や
ご
提
案
に

つ
い
て
は
、
２
０
２
０
年
度
を
初
年
と

す
る
第
６
次
総
合
計
画
の
策
定
に
あ
た

り
、
少
し
で
も
反
映
で
き
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。
そ
の
際
は
、
広
く
意
見
を

塩沢道雄議員

村長答弁中

聞
く
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

の
実
施
も
考
え
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。◆日 時 平成30年12月16日（日）

10：00〜16：00
◆電話番号 0120-448-788

（フリーダイヤル）
◆相談料 無 料
◆実施者 長野県青年司法書士協議会
◆相談例
・実家が空き家になって困っている。売

る・貸す等は可能か。
・まだ空き家ではないが、家を継ぐ者がい

ない。どうなるのか。 etc

司法書士による「空き家問題110番」
〜もう空き家は放置できない涯〜

を実施いたします（無料）

飯飯飯飯飯飯飯飯飯飯飯飯飯飯飯飯飯飯飯飯飯田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催のののののののののののののののののののののおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知ららららららららららららららららららららら飯田一日合同行政相談所開催のお知らせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ
不動産の登記、年金、道路や農地など役所の仕事につ

いての相談、また弁護士や税理士などの専門家への相談
ができる一日合同行政相談所を開催します。

相談は無料で、秘密は守られます。事前の予約は不要です。
お気軽にご利用ください。なお、混雑状況により受付を早
めに締め切らせていただく場合がありますので、ご了承く
ださい。
日 時：平成30年11月13日（火）

9時30分から12時30分（受付は12時まで）
場 所：飯田市役所C棟 C311〜C313会議室
お問合わせ先：総務省長野行政監視行政相談センター

（☎026-235-1100)
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巾

琴

斤

禽

錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦

禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁

欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣

欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽

四
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
募
集
を
行

い
決
定
し
た
下
條
村
移
住
定
住
の

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ「
住
み
ま
い
か
、供
の

び
の
び
子
育
て
僑下
條
村
」も
活
用
し
、

移
住
定
住
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

下
條
村
の
魅
力
の
発
信
や
、移
住
希
望

者
と
地
域
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
た
め
、東

京
や
名
古
屋
、大
阪
で
開
催
さ
れ
る
移

住
イ
ベ
ン
ト
へ
の

参
加
を
し
て
い
ま

す
。イ

ベ
ン
ト
で
は
、

ス
ク
リ
ー
ン
を

使
っ
て
下
條
村
の

環
境
や
施
策
等
の

説
明
や
、実
際
に
移

住
を
検
討
し
て
い
る
方
の
相
談
を
受
け
、

下
條
村
の
詳
細
に
つ
い
て
の
説
明
を
行
っ

た
り
、希
望
者
に
は

平
成
二
十
九
年
度

に
元
気
づ
く
り
支

援
金
を
活
用
し
て

整
備
さ
れ
た「
下
條

村
お
試
し
住
宅
」の

紹
介
も
行
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
今
年
度

も
「
長
野
県
地
域

発
元
気
づ
く
り
支

援
金
」
を
活
用
し

下
條
村
の
知
名
度

ア
ッ
プ
・
移
住
定

住
に
つ
い
て
の
事

業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

下
條
村
へ
移
住
さ
れ
た
方
・
か
ら
み

ん
応
援
隊
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
啓
発
グ
ッ

ズ
を
デ
ザ
イ
ン
製
作
し
て
い
ま
す
。

現
在
は
、ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
バ
ッ
グ
・

机
カ
バ
ー
・
椅
子
カ
バ
ー
が
完
成
し
、

各
種
イ
ベ
ン
ト
等
で
活
用
し
て
い
ま
す
。

九
月
二
十
四
日
に
開
催
さ
れ
た
首
都

圏
下
條
会
で
は
会
の
皆
さ
ん
に
依
頼
を

し
、「
下
條
村
コ
ー
ホ
ー
マ
ン
」と
し
て
、

首
都
圏
を
中
心
に
下
條
村
の
P
R
も
行
っ

て
も
ら
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
は
、移
住

さ
れ
た
方
と
村
内

在
住
の
方
と
の
交

流
会
を
企
画
し
て

お
り
、参
加
者
の
皆

様
と
の
交
流
の
中

で
、意
見
や
感
想
を

出
し
て
い
た
だ
き
、

教教教教
教教教教
教教教教
教教教教
教教教教
教教教教
教教教教
教教教教
教教教教
教教教教
教教教教
教教教教
教教教教
教教教教
教教教教
教教教教

移
住
・
定
住
事

移
住
・
定
住
事
業業

移
住
イ
ベ
ン
ト
の
際
に
生
の
下
條
村
を

希
望
者
へ
伝
え
ら
れ
る
よ
う
な
チ
ラ
シ

の
作
成
も
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

地
域
・
移
住
者
・
下
條
村
一
体
と
な

り
事
業
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

下
條
村
リ
ニ
ア
残
土
処
理
地
計
画
特

別
委
員
会
が
五
月
に
設
置
さ
れ
、
跡
地

利
用
に
つ
い
て
計
画
し
て
い
る
中
で
、

埋
立
跡
地
利
用
先
進
地
の
木
祖
村
を
七

月
に
視
察
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

木
祖
村
で
は
、
ダ
ム
の
建
設
の
た
め

に
発
生
し
た
発
生
土
を
村
内
で
受
け
入

れ
、
跡
地
を
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設

や
ス
キ
ー
場
・
耕
作
地
と
し
て
活
用
し

て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設

は
、
公
園
や
各
種
遊
具
・
多
目
的
広
場

や
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
・
キ
ャ
ン
プ
場
や
、

野
外
音
楽
堂
を
整
備
し
観
光
の
拠
点
と

し
て
活
用
し
て
い
ま
し
た
。

残
土
の

受
け
入
れ

や
埋
立
実

施
に
つ
い

て
、
跡
地

利
用
の
た

め
に
は
ど

の
よ
う
な

動
き
が
必

教教教教教
教教教教教
教教教教教
教教教教教
教教教教教
教教教教教
教教教教教
教教教教教
教教教教教
教教教教教
教教教教教
教教教教教
教教教教教
教教教教教
教教教教教
教教教教教

移
住
イ
ベ
ン
ト
へ

移
住
イ
ベ
ン
ト
へ
のの

参参
加加

教教教教教教
教教教教教教
教教教教教教
教教教教教教
教教教教教教
教教教教教教
教教教教教教
教教教教教教
教教教教教教
教教教教教教
教教教教教教
教教教教教教
教教教教教教
教教教教教教
教教教教教教
教教教教教教

長
野
県
地
域
発
元

長
野
県
地
域
発
元
気気

づ
く
り
支
援
金
事

づ
く
り
支
援
金
事
業業

教教教
教教教
教教教
教教教
教教教
教教教
教教教
教教教
教教教
教教教
教教教
教教教
教教教
教教教
教教教
教教教

リ
ニ
ア
関
連
事
業
に
つ
い

リ
ニ
ア
関
連
事
業
に
つ
い
てて

要

だ
っ

た

か
？
な

ど
、

実
際
に
行
っ

て
き
た
内
容

を
詳
し
く
お

聞
き
す
る
こ

と
が
で
き
、

今
後
検
討
を

す
る
点
に
つ

い
て
、
非
常

に
参
考
に
な

り
ま
し
た
。

八

月

に

は
、地
権
者
・
特
別
委
員
会
の
委
員
で
山

梨
県
へ
超
電
導
リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
カ
ー

の
試
験
立
会
に
行
き
、
現
在
実
験
が
行

わ
れ
て
い
る
リ
ニ
ア
新
幹
線
に
乗
車
体

験
し
ま
し
た
。

ま
た
、
第
二
回
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、

委
員
の
皆
様
か
ら
頂
い
た
ご
意
見
・
ご

提
案
を
ま
と
め
た
コ
ン
セ
プ
ト
の
確
認

を
行
い
ま
し
た
。

（
関
連
記
事
P
１２

村
長
コ
ラ
ム
）

長野県最低賃金は

時間額821円
平成３０年１０月１日から適用

（平成30年9月30日までは、
時間額795円です。）

必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必ずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッ必ずチェックククククククククククククククククククククク

最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最低低低低低低低低低低低低低低低低低低低低低賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃最低賃金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！
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税
に
関
す
る
お
知
ら
せ

村
県
民
税
・
所
得
税
の
申
告
準
備
の
お
知
ら
せ

◎
農
業
所
得
の
申
告
に
つ
い
て

一
年
間
の
収
入
の
計
算
及
び
種
苗
・
肥

料
等
の
経
費
を
項
目
ご
と
に
ま
と
め
、
明

細
書
等
の
証
拠
書
類
の
整
理
を
今
か
ら

ご
準
備
下
さ
い
。
こ
れ
ら
が
不
明
の
場
合
、

申
告
に
お
時
間
が
か
か
り
、
他
の
皆
様
を

お
待
た
せ
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◎
不
動
産
所
得
の
申
告
に
つ
い
て

農
地
を
貸
し
付
け
て
い
て
小
作
料
を

受
け
取
っ
て
い
る
場
合
や
、
駐
車
場
等

と
し
て
貸
し
付
け
て
地
代
を
受
け
取
っ

て
い
る
場
合
な
ど
、
金
額
の
多
少
に
係

ら
ず
不
動
産
所
得
を
申
告
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

◎
扶
養
親
族
の
申
告
に
つ
い
て

給
与
所
得
者
や
公
的
年
金
受
給
者
は
年

末
調
整
等
で
、事
業
所
得
者
等
は
確
定
申

告
で
、所
得
が
な
い
方
を
扶
養
親
族
と
し

て
申
告
す
る
こ
と
で
、所
得
控
除
が
受
け

ら
れ
ま
す
が
、子
ど
も
さ
ん
や
ご
両
親
を

ご
夫
婦
で
共
に
扶
養
控
除
と
し
て
申
告
し

て
い
る
ケ
ー
ス
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。後
々
、

修
正
申
告
が
必
要
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
の
で
、十
分
ご
注
意
下
さ
い
。ま
た
、配

偶
者
控
除
に
つ
い
て
、年
間
に
三
十
八
万
円

を
超
え
る
所
得
が
あ
る
方
を
、配
偶
者
控

除
の
対
象
と
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

（
配
偶
者
特
別
控
除
に
該
当
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。）配
偶
者
が
お
勤
め
の
事
業
所
等

で
収
入
金
額
を
ご
確
認
下
さ
い
。ま
た
、学

生
等
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
さ
れ
て
い
る
方
に

つ
い
て
も
、扶
養
親
族
と
す
る
場
合
、所
得

の
確
認
を
し
て
か
ら
申
告（
年
末
調
整
等
）

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ご
不
明
な
点
は
役
場
税
務
会
計
係
・
飯

田
税
務
署
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

ま
た
、
申
告
等
の
詳
細
は
次
号
の
広
報
と

二
月
上
旬
の
全
戸
配
布
文
書
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

税
務
署
か
ら

「
青
色
申
告
決
算
説
明
会
」
の
お
知
ら
せ

「
平
成
三
十
年
分
青
色
申
告
決
算
説
明

会
」
が
左
記
日
程
で
行
わ
れ
ま
す
。「
営
業
・

不
動
産
所
得
」
、「
農
業
所
得
」の
そ
れ
ぞ
れ
で

行
わ
れ
ま
す
の
で
、ご
都
合
を
つ
け
て
ご
参

加
下
さ
い
。

◎
農
業
所
得
の
方

十
二
月
十
三
日
（
木
）
十
時
～

Ｊ
Ａ
み
な
み
信
州
下
条
支
所

多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー

◎
営
業
・
不
動
産
所
得
の
方

十
二
月
十
四
日
（
金
）
十
四
時
～

下
條
村
商
工
会
館

決
算
説
明
会
に
つ
い
て
の
お
問
い
合

わ
せ
は
飯
田
税
務
署
へ

人事行政の運営等の状況を公表します人事行政の運営等の状況を公表します人事行政の運営等の状況を公表します平成３０年度 下條村
１．職員の任命及び職員数に関する状況
新規採用 ６名（Ｈ30.4.1付） 退職 ４名（Ｈ30.3.31付） （平成30年4月1日現在）

合計公営企業特別行政一 般 行 政年度 水道教育小計衛生民生土木商工農林税務総務議会
4114362162421030
381433214242929
300+30+2000+1比較

（注）職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を有する休職者、派遣職員などを含み、臨時及び非常勤職員を除
いたものです。

（単位：千円）２．職員の給与の状況（普通会計決算）
1人当りの給与費
（Ｂ／Ａ）

給 与 費職員数
（Ａ）区 分 計（Ｂ）職員手当給 与

5,147190,47165,903124,56837人2９年度

３．職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
①１日の勤務時間 ８：３０～１７：１５ ７時間４５分
②１週間の勤務時間 ３８時間４５分
③勤務時間を割り振らない日 土曜日及び日曜日
④休 日 国民の祝日に関する法律に規定する休日・

１２月２９日から１月３日
⑤休暇の種類 年次休暇・療養休暇・特別休暇・介護休暇・組合休暇

４．職員の分限及び懲戒処分の状況
①分限処分 地方公務員法第２８条第２項第１号及び職員の

分限に関する条例第３条第２項の規定による
休職（心身の故障のため、長期の休養を要す
る場合） 該当なし

②懲戒処分 該当なし

５．職員の服務の状況 良好

６．職員の研修状況
長野県市町村職員研修センター主催の研修等各種研修に参加

７．職員の福祉及び利益の保護の状況
①加盟団体 長野県市町村職員互助会・下條村役場職員互助会
②公費負担状況 長野県市町村職員互助会 ２３２,８６０円、

下條村役場職員互助会 公費負担なし

８．下伊那公平委員会報告
①勤務条件に関する措置要求 なし
②不利益処分に関する不服申し立て なし
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の
弟
に
よ
る
兄
の
回
顧
録
を
、日
本
に
紹

介
し
た
の
が
宮
島
さ
ん
で
す
。

宮
島
さ
ん
は
、飯
田
高
校
卒
業
後
上

京
、出
版
社
に
勤
務
し
な
が
ら
独
学
で
ロ

シ
ア
語
を
学
び
、プ
ロ
の
ツ
ア
ー
添
乗
員

と
な
ら
れ
現
在
も
ご
活
躍
中
で
す
。ま
た

『
九
〇
〇
日
の
包
囲
の
中
で
』等
の
児
童

書
も
翻
訳
さ
れ
、「
青
少
年
読
書
感
想
文

コ
ン
ク
ー
ル
課
題
図
書
」に
選
ば
れ
る
な

ど
の
功
績
を
の
こ
し
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
七
年
十
月
か
ら
首
都
圏
下

條
会
会
長
を
務
め
ら
れ
て
い
る
宮
島
毅

さ
ん
は
、綾
子
さ
ん
の
お
兄
様
に
あ
た
り

ま
す
。

˙
人
口
一
人
当
た
り
貸
出
冊
数

二
十
年
ぶ
り
県
下
一
位
に
！

　

平
成
二

十
九
年
度

の
人
口
一

人
当
た
り

貸
出
冊
数

が

一

六
・

四
冊
と
な

り
平
成
九

年
度
以
来

二
十
年
ぶ

り
に
県
下

で
一
位
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
祝
し
て
、読
書
月
間
の
始
ま

る
十
一
月
十
七
日（
土
）に
は
読
書
手
帳

利
用
者
の
表
彰
式
、い
ろ
い
ろ
な
お
た

の
し
み
ブ
ー
ス
の
設
置
な
ど
楽
し
い
イ

ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
ま
す
。お
誘
い

合
わ
せ
の
う
え
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

˙
「
下
條
村
読
書
月
間
」の
お
知
ら
せ

　

十
一
月
十
七
日
～
十
二
月
十
六
日

は
、古
本
市
、お
た
の
し
み
会
、福
祉
バ

ス
の
特
別
運
行
、お
す
す
め
の
本
＆
新

刊
リ
ス
ト
配
布
、雑
誌
の
ふ
ろ
く
プ
レ

ゼ
ン
ト
抽
選
な
ど
を
行
い
ま
す
。

˙
読
書
月
間
お
た
の
し
み
会
の
ご
案
内

☆「
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
教
室
」

日　

時　

十
二
月
八
日（
土
）

① 
午
前
十
時
～
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
教
室

② 
午
後
一
時
半
～
コ
ラ
ー
ジ
ュ
教
室

講　

師　

ブ
ル
ー 
ブ
ラ
ン
シ
ェ

田
沢
明
子
さ
ん
＆
由
美
さ
ん

（
休
戸
出
身
・
京
都
在
住
）

対　

象　

子
ど
も
～
大
人（
人
数
未
定
）

＊
講
座
終
了
後
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
あ
り
。

「̇
本
を
借
り
た
ら
包
丁
研
ぎ
サ
ー
ビ
ス
」

日　

時　

十
二
月
十
五
日（
土
）

　
　
　
　

午
前
十
時
～
午
後
五
時
ま
で

研
ぐ
人　

堀
尾
伸
夫
さ
ん（
小
松
原
）

＊
時
間
内
に
本
を
借
り
た
方
で
包
丁
研
ぎ

を
希
望
す
る
方
は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

˙
村
出
身
の
ロ
シ
ア
文
学
翻
訳
者

宮
島
綾
子
さ
ん

　

合
南
・
白

木
屋
出
身
の

宮
島
綾
子
さ

ん（
埼

玉

県

在
住
）が
、こ

の
た
び『
わ
が
兄
チ
ェ
ー
ホ
フ
』（
ミ
ハ

イ
ル
・
チ
ェ
ー
ホ
フ
著
）を
翻
訳
さ
れ
、

出
版
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。世
界
中

で
今
も
上
演
さ
れ
続
け
る
演
劇『
桜
の
園
』

等
の
戯
曲
で
知
ら
れ
る
ロ
シ
ア
文
学
の

古
典
作
家
ア
ン
ト
ン
・
チ
ェ
ー
ホ
フ
。そ

村
の
図
書
館
か
ら

村村村村村村村村村村村
のののののののののののの
図図図図図図図
書書書書書書書
館館館館館館館館館
かかかかかかかかかかかかかかかか
ららららららららららららららら

村
の
図
書
館
か
ら

2007年、ロシアへのツアー添乗で
モスクワ到着後、赤の広場にて。
（左から4番目が宮島さん）

新
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
紹
介

　

八
月
か
ら
下
條
村
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国

語
指
導
助
手
）
と
し
て
、
ム
ニ
ー
ブ
・
ア

Muneeb Ahmed

（ムニーブ・アメッド）

英
会
話
教
室
生
徒
募
集

　

ア
メ
ッ
ド
先
生
の
英
会
話
教
室
を
開

催
し
て
い
ま
す
。英
会
話
初
心
者
か
ら
上

級
者
ま
で
、ど
な
た
で
も
無
料
で
参
加
で

き
ま
す
。会
話
中
心
の
教
室
で
す
。
お
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。随
時
生
徒
さ
ん

を
募
集
し
て
お
り
ま
す
の
で
、興
味
の
あ

る
方
は
教
育
委
員
会（
☎
二
七
―
一
〇
五

〇
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
日
時　

毎
週
木
曜
日

　

午
後
七
時
三
十
分
～
九
時
ま
で

◎
場
所　

村
民
セ
ン
タ
ー
第
一
・
二
会
議
室

※
大
人
を
対
象
と
し
た
教
室
に
な
り
ま

す
の
で
、
中
学
生
以
下
の
方
の
参
加
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

メ
ッ
ド
先
生
が
着
任
し
ま
し
た
。
ア
メ
ッ

ド
先
生
は
パ
キ
ス
タ
ン
出
身
ア
メ
リ
カ

合
衆
国
育
ち
で
す
。
こ
れ
か
ら
小
学
校

や
中
学
校
、
村
の
英
会
話
教
室
等
で
ご
活

躍
い
た
だ
き
ま
す
。
と
て
も
陽
気
な
性

格
で
す
の
で
、
気
軽
に
「
ア
メ
ッ
ド
先
生
」

と
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

来
年
度
保
育
所
入
所
説
明
会
の
お
知
ら
せ

　

来
年
度
、保
育
所
へ
の
入
所
を
希
望
す

る
お
子
さ
ん
の
保
護
者
を
対
象
に
、入
所

説
明
会
を
行
い
ま
す
。

◎
日
時　

平
成
三
十
年
十
二
月
三
日（
月
）

午
後
七
時
～

◎
場
所　

下
條
保
育
所　

遊
戯
室
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小
学
校
遊
具
更
新
さ
れ
る

　

小
学
校
で
は
、
遊
具
の
更
新
を
校
舎

の
長
寿
命
化
改
良
工
事
に
合
わ
せ
て
実

施
し
ま
し
た
。
更
新
さ
れ
た
遊
具
は
、

四
連
ブ
ラ
ン
コ
、
山
形
雲
梯
、
傘
型
登

り
棒
、
シ
ー
ソ
ー
な
ど
で
、
全
部
の
遊

具
が
更
新
さ
れ
ま
し
た
。
遊
具
設
置
基 だ

よ

り

学

校

だ

よ

り

学
校
だ
よ
り

学
校
だ
よ
り

意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意

第
四
十
七
回　

清
明
祭

中
学
校
三
年　

飯

島

香

乃

　

第
四
十
七
回

清
明
祭
は
、生

徒
会
ス
ロ
ー
ガ

ン
で
も
あ
る「
と

も
に
」を
テ
ー
マ

に
掲
げ
、九
月
二
十
八
日（
金
）・
二
十
九

日（
土
）に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
と
も
に
」と
い
う
テ
ー
マ
に
は
、「
全

校
百
五
十
人
が
と
も
に
笑
う
、
喜
ぶ
、
泣

く
、
認
め
る
、
分
か
ち
合
う
、
語
り
合
う
、

活
動
す
る
、
進
む
、
高
め
合
う
」
と
い
う

意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
全
員
が

こ
の
「
と
も
に
」
の
テ
ー
マ
を
意
識
し
、

生
徒
同
士
が
様
々
な
場
面
で
協
力
し
合

う
清
明
祭
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
が
特
に
そ
う
思
っ
た
の
は
実
行
委

員
企
画
の「
下
條
ピ
タ
ゴ
ラ
ド
ミ
ノ
」で
す
。

約
一
万
四
千
個
の
ド
ミ
ノ
を
使
い
、全
校

生
徒
で「
第
四
十
七
回 
清
明
祭 
と
も
に
」

の
文
字
を
ド
ミ
ノ
を
並
べ
て
作
り
ま
し

た
。ド
ミ
ノ
を
並
べ
た
長
さ
は
約
八
十
メ
ー

ト
ル
に
も
な
り
ま
し
た
。制
作
中
に
ド
ミ

ノ
を
倒
し
て
し
ま
う
ア
ク
シ
デ
ン
ト
も

あ
り
ま
し
た
が
、仲
間
同
士
で「
大
丈
夫

だ
よ
」「
も
う
一
回
作
ろ
う
」な
ど
、前
向

き
な
言
葉
を
か
け
合
い
な
が
ら
再
度
ド

ミ
ノ
並
べ
に
挑
戦
す
る
姿
が
い
ろ
い
ろ

な
と
こ
ろ
で
見
ら
れ
ま
し
た
。テ
ー
マ
で

あ
る「
と
も
に
」を
感
じ
た
瞬
間
で
し
た
。

「
下
條
ピ
タ
ゴ
ラ
ド
ミ
ノ
」は
仲
間
と
の

協
力
や
先
生
方
の
支
え
が
あ
っ
た
の
で

形
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。完
成
し

た
ド
ミ
ノ
を
倒
し
、文
字
が
浮
か
び
上
が
っ

て
き
た
と
き
の
感
動
は
今
で
も
忘
れ
ら

れ
ま
せ
ん
。

　

清
明
祭
で
は
そ
の
他
に
も
、ア
イ
デ

ア
溢
れ
る
様
々
な
競
技
に
全
力
で
取
り

組
ん
だ
体
育
祭
、体
育
館
中
に
美
し
い

歌
声
が
響
い
た
音
楽
会
、迫
力
あ
る
吹

意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意

組
体
操
を
終
え
て

　
　

小
学
校
六
年　

久

保

田

悠

暉

　

毎
日
の
日
記

に
も「
感
動
を
あ

た
え
る
。」と
い

う
こ
と
を
よ
く

書
い
て
行
っ
た

最
後
の
運
動
会
、組
体
操
で
し
た
。
本
番

で
は
指
先
や
移
動
に
意
識
を
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、他
の
事
は
あ
ま
り
頭
に
入
っ
て

こ
な
か
っ
た
の
で
終
わ
っ
た
後
は「
も

う
終
わ
っ
た
の
か
。」
と
思
い
ま
し
た
。

そ
し
て
下
條
マ
ー
チ
の
準
備
を
し
て
い

る
時
、
観
客
の
方
を
見
る
と
五
・
六
年
生

の
家
の
方
が
泣
い
て
い
ま
し
た
。実
感

は
な
い
け
ど「
感
動
を
あ
た
え
る
」と
い

う
こ
と
が
出
来
た
の
か
な
と
思
い
ま
し

た
。そ
し
て
後
か
ら
出
来
た
ん
だ
と
思

い
ま
し
た
。自
分
や
み
ん
な
の
目
標
で

も
あ
っ
た「
感
動
を
あ
た
え
る
」と
い
う

こ
と
が
出
来
た
ん
だ
と
思
っ
て
う
れ
し

く
な
り
ま
し
た
。
み
ん
な
の
事
は
分
か

ら
な
い
け
ど
自
分
の
目
標
を
達
成
で
き

て
良
か
っ
た
で
す
。組
体
操
は
も
う
や

り
ま
せ
ん
が
、来
年
中
学
生
に
な
っ
た

ら
部
活
や
テ
ス
ト
な
ど
で
い
そ
が
し
く

な
る
の
で
組
体
操
で
得
た
が
ん
ば
り
を

生
か
し
た
い
で
す
。

奏
楽
部
の
発

表
、意

見

文

や
か
ら
み（
総

合
的
な
学
習

の

時

間
）発

表
な
ど
、思
い

出
に
残
る
、盛

り
上
が
っ
た

場
面
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま

し

た
。全

校

生
徒
の
協
力

す
る
姿
や
笑

顔
を
沢
山
見

る
こ
と
が
で

き
、テ
ー

マ

「
と
も
に
」を

達
成
す
る
こ

と
の
で
き
た

二
日
間
で
し

た
。

準
に
基
づ
い

て
設
置
さ
れ

て
お
り
安
心

し
て
利
用
で

き
る
も
の
と

な
っ
て
い
ま

す
。

坑
坑

坑
坑

坑
坑

坑
坑

坑
坑

坑
坑

坑
坑

坑
坑

坑
坑
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このページに関するお問い合わせは、いきいきらんど下條へ　電話　２７－１２３１

珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊

１１月は子ども若者育１１月は子ども若者育成成
支援強調月間で支援強調月間ですす

　下條村社会福祉協議会では、災害義援金の募集を

役場関係施設等村内６箇所へ設置した募金箱と、社会

福祉協議会の窓口で行っています。

　皆様からお寄せいただいた義援金は、毎月末締め

で日本赤十字社長野県支部へ送金し、日本赤十字社

本社から被災地道府県に設置される災害義援金配分

委員会を通じて被災者へ配分されています。

　各義援金の１０/１現在の募集実績状況を報告します。

　①大阪府北部地震災害　　　１４,６４３円

　②平成３０年７月豪雨災害　　８８,６９８円

　③北海道胆振東部地震災害　  ９,３５３円

　又、日赤奉仕団で回収したアルミ缶等を換金し、

９月末までに送金した義援金は次のとおりです。

　①大阪府北部地震災害　　 　２５,７０４円

　②平成３０年７月豪雨災害　    ４４,０６４円

　③北海道胆振東部地震災害   （募集中）

　皆様方の心温まるお気持ちに心より感謝申し上げ、

今後共ご協力をよろしくお願いします。

教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教
教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教
教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教
教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教
教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教

災害義援金の募集につい災害義援金の募集についてて

　産後はホルモンのバランスが急激に変化したり、体の痛みや体力低下が生じる時期。それに睡眠不

足など子育ての疲れが重なれば、気分が不安定になって当たり前。そんな時大切なのは、自分の状態

に気づき、周囲のサポートを受けることです。

・・・産婦健康診査とは・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　産後の体の回復状況を確認でき、不安な気持ちや悩みなどを相談できる機会です。ママが健康でい

ることは、赤ちゃんの健やかな発育・健康にとても大切なことです。体調がよく問題がなさそうに思

えても、必ず受けましょう。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
○対象者：下條村に住民登録がある、2018年10月1日以降に出産された産婦

坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑

○受診時期と内容：おおむね産後2週間および産後1か月の2回
　＜内容＞　問診、診察、体重、血圧測定、尿検査、こころの健康チェック
　＜費用＞　無料　
　　ただし、上記以外の検査、治療、投薬等については公費助成対象外です。

　　公費助成額５,０００円を上回った場合、差額分は自己負担となります。

○受診方法

長野県外で受診される方へ
　里帰り等により長野県外の医療機関等で受診する場合は、医療機関宛ての「依頼書」を提出したうえ、受診票の両面太枠内に
記入し受診してください。費用は自己負担となりますが、妊婦健診と同様に後日申請をしていただくことで助成額をお返しする
ことができます。
※ただし、産婦健康診査のすべての項目を実施していないと助成の対象にはなりませんので、ご注意ください。

長野県内の医療機関または助産所に予約

※一部の医療機関および助産所では受診できないことがありますので、事前に受診を

希望する医療機関等にご確認をお願いします。

※飯田市立病院については市立病院で出産された方が対象となります。また、産後１

か月健診のみですのでご了承ください。

受診前に、受診票の両面太枠へ記入

※受診票は妊娠届け出時にお渡しします。

※訪問の場合は助産師へ

窓口に「下條村産婦健康診査受診票」と母子手帳を提出して受診

平平平平平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成成成成成333333333333333333000000000000000000年年年年年年年年年年年年年年年年年年111111111111111111000000000000000000月月月月月月月月月月月月月月月月月月111111111111111111日日日日日日日日日日日日日日日日日日よよよよよよよよよよよよよよよよよよ平成30年10月1日よりりりりりりりりりりりりりりりりりりり始始始始始始始始始始始始始始始始始始ままままままままままままままままままりりりりりりりりりりりりりりりりりりままままままままままままままままままししししししししししししししししししたたたたたたたたたたたたたたたたたた始まりました　産産産産産産産産産産産産産産産産産産婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦健健健健健健健健健健健健健健健健健健康康康康康康康康康康康康康康康康康康診診診診診診診診診診診診診診診診診診査査査査査査査査査査査査査査査査査査産婦健康診査受受受受受受受受受受受受受受受受受受けけけけけけけけけけけけけけけけけけままままままままままままままままままししししししししししししししししししょょょょょょょょょょょょょょょょょょうううううううううううううううううう受けましょう概概概概概概概概概概概概概概概概概概概

↓
↓

　この強調月間では、子ども・若者の社会的

自立の促進や、犯罪・有害環境からの保護等

のため、行政・関連機関が一体となって、子

どもたちの健全育成運動を推進します。

　下條村では期間中、広報車による広報活

動や、村内の店舗や公共施設への有害環境

チェックパトロール等を実施します。

　また、１１月は児童虐待防止推進月間でもあ

ります。児童虐待は、子育て家庭だけの問題

ではなく、社会全体で取り組むべき課題と

して捉え、広報・啓発活動に取り組みます。

　未来を担う子ども・若者たちの健やかな

成長のため、皆様のご理解とご協力をよろ

しくお願いいたします。
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平成３０年８月１日
～

平成３０年１０月１５日
受付まで

（敬称略）

戸籍の戸籍の
窓口窓口

【
リ
ニ
ア
残
土
埋
立
地
計
画
特
別
委
員

会
の
中
間
報
告
に
つ
い
て
】

　

リ
ニ
ア
関
連
事
業
の
詳
細
に
つ
い
て

は
本
年
八
月
の
広
報
誌「
志
も
じ
ょ
う
」

の
「
リ
ニ
ア
関
連
事
業
始
ま
る
」
に
掲

載
し
て
あ
り
ま
す
が
、
埋
立
地
は
、
そ

ば
の
城
か
ら
飯
田
方
面
に
向
か
っ
て
国

道
一
五
一
号
線
の
右
側
の
「
ほ
ら
」
一
帯

に
、
リ
ニ
ア
残
土
を
ほ
ぼ
道
路
の
高
さ

に
埋
め
る
計
画
と
し
て
い
ま
す
。

　

村
は
、
出
来
た
平
地
を
利
用
し
、
例

え
ば
、
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
、
集
客
で
き

る
施
設
、
花
畑
な
ど
憩
い
の
場
、
農
業

体
験
等
、
村
の
振
興
に
活
用
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
八
月
三
十
日
開
催
の
第
二
回

委
員
会
内
容
を
報
告
し
ま
す
。

　

一
点
目
は
「
村
の
た
た
き
台
」
は
概

ね
賛
成
で
あ
る
。

　

二
点
目
は
開
発
す
る
コ
ン
セ
プ
ト
を

①
持
続
可
能
な
集
客
の
場
と
す
る
。

②
村
民
も
活
用
・
利
用
で
き
る
も
の
と

す
る
。

③
健
康
に
資
す
る
も
の
と
す
る
。

　

の
結
論
に
至
り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
、
周
辺
の
山
林
も
活
用
す

べ
き
や
早
め
の
対
策
委
員
会
を
立
ち
上

げ
る
等
の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
の
で
、

前
向
き
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

委
員
会
は
今
後
二
～
三
回
開
催
し
、

本
年
度
中
に
計
画
案
を
ま
と
め
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　

村
は
台
風　
２１
号
に
よ
る
暴
風
・
豪
雨

被
害
を
受
け
ま
し
た
。
四
日
午
後
三
時

頃
か
ら
突
風
混
じ
り
の
暴
風
。
雨
量
は

二
十
四
時
間
雨
量
が
一
九
二
㎜
、
最
大

時
間
雨
量
は
二
十
三
～
二
十
四
時
の
四

　

長
年
教
育
委
員
と
し
て
ご
活
躍
い
た

だ
い
た
飯
島
國
昭
氏（
相
田
）の
後
任
と

し
て
、
新
井
の
佐
川
浩
一
氏
が
選
任
さ

れ
ま
し
た
。
任
期
は
十
月
一
日
か
ら
四

年
間
で
す
。
教
育
発
展
の
た
め
、
活
躍

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

教
育
委
員
に
佐
川
浩
一
氏
選
任

　

禁
煙
友
愛
会
下
條
支
部
よ
り
車
い
す

一
台
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

介
護
認
定
や
障
害
認
定
を
受
け
た
方

の
自
宅
で
の
貸
し
出
し
用
と
し
て
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

寄
贈
・
寄
付
の
紹

寄
贈
・
寄
付
の
紹
介介

佐川浩一氏

（新井）

◇
出
生

（
子
の
名
）　
　

（
保
護
者
）　
　

（
地
区
）

福
澤　
 
咲  
空 　
　

大　

輔　
　
　

北　

又

さ 

ら

玉
木　
　
 
岳 　
　

慎　

輔　
　
　

山
一
西

が
く

大
下　
 
依
愛 　
　

大　

輔　
　
　

小
松
原

い
ち
か

原　
　
 
心  
月 　
　

達　

哉　
　
　

粒　

三

み 

つ
き

小
林　
 
笑  
華 　
　

賢　

志　
　
　

北　

又

わ 

か

♥
婚
姻

　

仲
村　

啓
助　
　
　

飯
田
市

　

村
澤　

恵
理　
　
　

新　

井

　

前
沢　
　

富　
　
　

粒　

三

　

水
野
友
里
江　
　
　

飯
田
市

˙
死
亡

（
亡
く
な
っ
た
人

）　
 （年
齢

） 
  
（
喪
主

） 
　
　
　

（
地
区
）

福
沢
美
惠
子　
　
７５　

松
下
緑　
　

粒
一
南

 

村　

倫
彦　
　
９１　

耕　

一　
　

明
地
原

代
田
た
つ
ゑ　
　
１０１　

喜　

保　
　

中　

島

中
島　

忠
江　
　
９０　

源　

美　
　

中　

島

中
島　

將
昭　
　
８９　
　

学　
　
　

中　

島

鎭
西
ゆ
り
香　
　
３５　

清　

久　
　

鎮　

西

吉
村　

洋
子　
　
８０　

善　

郎　
　

合　

上

{ {

十
九
㎜
。被
害
状
況
で
す
が
、倒
木
、
梨

等
の
落
果
で
農
産
物
は
六
〇
〇
万
円
余
、

道
路
・
農
地
・
林
道
等
八
十
余
の
崩
落

が
発
生
し
ま
し
た
。

　

村
の
対
応
で
す
が
大
雨
警
報
が
発
令

さ
れ
た
午
後
二
時
十
六
分
、
災
害
警
戒

本
部
を
設
置
、
三
時
頃
か
ら
倒
木
に
よ

る
通
行
障
害
の
報
告
を
受
け
、
先
ず
は

職
員
で
、
箇
所
が
多
く
発
生
し
た
時
点

で
業
者
に
も
お
願
い
し
対
応
。
そ
の
後
、

風
雨
が
弱
ま
っ
た
時
点
で
配
備
職
員
を

縮
小
し
ま
し
た
が
、
午
後
十
時
三
十
分

土
砂
災
害
警
戒
警
報
が
出
た
時
点
で
、

再
度
、
職
員
招
集
、
翌
日
二
時
四
十
五

分
災
害
警
戒
本
部
解
散
。
村
民
へ
の
情

報
や
お
願
い
は
三
回
実
施
、
最
後
は
午

後
十
時
四
十
分
で
し
た
。

　

今
回
の
よ
う
に
豪
雨
が
真
夜
中
の
場

合
、
避
難
に
は
危
険
が
伴
い
ま
す
の
で
、

早
め
の
自
主
避
難
が
で
き
る
対
応
に
し

て
い
き
ま
す
。
避
難
ど
う
し
よ
う
？ 
悩

む
な
ら
積
極
的
避
難
を
概

台風の爪痕　「北又 掘割」
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平成30年 8 月から
平成30年10月まで

▲　９月６日　敬老記念行事がコスモホールにて開催されま

した。小学生の作文の朗読や、落語家・桂 福丸さんによる

講演＆落語、各舞踊クラブの皆さんによる余興が催され、

約140人の長寿をお祝いしました。

▲　村議長の村松積氏に対し、「交通安全のために献身的な尽

力をし交通安全の推進に多大な功績のあった者」として交

通栄誉賞「緑十字銅賞」(交通安全功労者)が授与され、９月

１０日に阿南警察署で伝達を受けました。

▲　９月８日　第２５回下條村民吹奏楽団定期演奏会がコ

スモホールで開催されました。大ホールを埋め尽く

した大勢の観客を魅了しました。

▲　９月２４日　首都圏下條会が東京都「新宿サンパーク

本館」で開催されました。俳優でタレントの峰竜太

さんを招いて７０名を超える参加者のもと盛大に開催

されました。

▲　１０月７日　保育所運動会が開催されました。天候が

心配されましたが、快晴のもと園児たちが元気いっ

ぱい練習の成果を発揮しました。

▲　８月２６日　飯田文化会館において「大鹿・下條　歌舞

伎の競演」が開催され、下條歌舞伎保存会と下條村こ

ども歌舞伎教室の熱演に多くの観客が見入っていま

した。

▲　１０月１５日　保育所でいもほりが行われました。

　　大きなさつまいもがたくさんとれました。やきいも

をして、おいしくいただきました。 

▲　１０月９日　下條歌舞伎保存会主催で「歌舞伎化粧講

座」を行いました。東京から講師の先生を招き専門的

な指導をしていただきました。

　　当日は小学生・中学生・保存会員を含めて20名以上の

関係者の参加がありました。


